

















































Activities and Future Challenges of the Student Counseling Room （2）
山　口　友　子・吉　田　由香利・田　畑　光　司
YAMAGUCHI,Yuko　YOSHIDA,Yukari　TABATA,Koji
　A student counseling room was established in university A ten years ago and activities first 
reported in 2008. This paper reports the recent activities of the student counseling room. Compared 
to when it first opened, student counseling systems has become more organized.  Nowadays showed 
national average in comparison with the statistical document. Systematic cooperation has begun to 
well organized in recent years, allowing for more effective and efficient support. In addition, a trial 
programme of lectures and a lifestyle orientation targeting new students has begun. These will be 
reviewed in future literature since at present there is not enough information to assess the 
programmes.
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学生相談室も加えてもらい、新入生が学生相談室前
に来た際はカウンセラーが自ら面接室の中を案内し
たり、利用法について説明をするなどしたりしてい
る。
　出張授業は、2011年３月11日に起きた東日本大震
災による精神的ショックのケアの一環として実施さ
れたのがきっかけであった。本来であれば、全学年
に実施するのが好ましかったが人的要因や学事日程
の都合などから実施が難しかったため、新しい環境
でストレスを抱えやすい新入生を優先して実施する
こととなった。具体的には、必修科目となっている
演習授業にカウンセラーが出向き、一部の時間を
使ってストレスやストレスマネージメントに関する
心理教育とリラクゼーションを行った。次年度から
は、いわゆる五月病と呼ばれる連休後の無気力感の
軽減やそれによる不登校の予防へと目的を変え、同
様の方法でカウンセラーによる出張授業を引き継い
だ。
　こうした活動の結果、オリエンテーションや出張
授業をきっかけに来室する学生がいたり、キャンパ
スツアーに同行した保護者からの相談があったりと
一定の周知効果はあったと思われる。しかし、授業
で行った心理教育が学生にどのような影響を与え、
効果を出しているのかは十分に検討されていない。
実施した学生にアンケートをとる、演習担当の教員
にインタビューをするなどして、より内容の質を高
めていく必要はあるだろう。また、予防的介入を目
指すのであれば、今後、注意の必要性がある学生を
スクリーニングし、情報把握と関係各所との共有も
したほうがよいのかもしれない。
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